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神奈川県電気工事工業組合
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設備部配電管理グループマネージャー

川島　貴洋

標準装柱（オプション装柱）の変更について

拝啓　時下ますますご清栄のこととおよろこび申しあげます。平素は弊社事業に対し格別のご協力を賜り厚く御礼申しあげます。

　さて，弊社，神奈川支店管内において，標準装柱（オプション装柱）の考え方が以下のとおり変更となりますので，関係者へご周知のほどお願いいたします。　　　　　　敬　具
記
1． 変更箇所

オプション装柱の低圧側装柱において低圧引込箱および低圧本線から電柱への渡り線　（ＳＶケーブル）の標準設置を廃止する。（図１－１参照）
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2． 変更に伴う引込線施設時の基本的考え方

オプション装柱における引込線新設工事の場合は，以下のとおり，取り扱う。

なお，標準作業指針に準じて作業が行えない場合は，請負工事対象外となるため，　　現行どおり，幣社への施設要請を行う。

　
　【低圧引込箱およびＳＶケーブルが施設されていない場合】

（１）図１－２より、家側の需要家が①②の場合、４箇所のＤ腕金ラック取り付け位置より，状況に応じて引込線を張る。
なお，低圧引込ヒューズは低圧本線側に接続する。
（２）図１－２の需要家③またはそれに近い位置で、本柱や他物との離隔確保ができない場合，または本引込線により昇柱スペースを確保できない場合は，当社への施設要請を行う。（幣社は，引込線種容量に適合するＳＶ渡り線を取り付け，引込線を張る。）
（３）他家の上空通過の回避や他物との離隔確保が必要な場合，柱間分岐工法を適用することとなるため，幣社への施設要請を行う。
図１－２
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【低圧引込箱およびＳＶケーブルが施設されている場合】

　（１）現行どおり，低圧引込箱またはＳＶケーブルに接続し，引込線を張る。

3． 適用日
即日実施

以　上
扱い）　配電管理グループ　堂本（045-394-1252）
坂井（045-394-1255）

鈴木（045-394-1253）
（参考）引込線・取引用計器　設計工事指針　P67
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